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令和５年度決算に基づく資金不足比率の審査意見について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第 22 条の規定により、令和５年度決算に

基づく資金不足比率を審査したので、次のとおり意見を提出する。

記

１ 審査の対象

地方公共団体の財政の健全化に関する法律（以下「財政健全化法」という）第 22

条の規定に基づく資金不足比率は、次の公営企業会計を対象に適否を審査した。

（１）水道事業会計

（２）下水道事業会計

（３）病院事業会計

２ 審査の期日

令和６年７月 22 日から８月 20 日までの間

３ 審査の概要

この審査に当たっては、東御市長より提出された資金不足比率及びその算定基礎を

記載した書類が、令和５年度東御市公営企業会計決算書並びに決算附属書類に基づき、

財政健全化法に規定する算定方法で行われているか関係職員から算定について説明

を聴取しその適否を確認した。



４ 審査の結果及び意見

（１）審査における所見

財政健全化法が定めた公営企業会計資金不足比率は、実質収支が黒字のため分

子の資金不足額は負の値で表示され、資金不足比率の数値は存在しない。

よって特に指摘すべき事項はない。

（２）総括意見

ア 審査の対象とされた各公営企業会計の資金不足比率とその算定基礎を記載し

た書類は、所定の規定に準拠して作成され各比率算定の基礎となる計数は正確

である。

イ 資金不足比率は、下表のとおりである。

（千円）

会 計 名
流動負債
（控除額除く）

①

流動資産
（控除額除く）

②

資金不足額
③(①－②)

営業収益
（受託工事

収益額除く）

④

資金不足

比 率
③／④

水道事業会計 72,564 859,445 △786,881 585,467 数値なし

下水道事業会計 383,897 1,418,032 △1,034,135 426,306 数値なし

病院事業会計 463,870 564,660 △100,790 1,723,880 数値なし


